






























































1936年 4月，31歳の陳は同大学大学院に進学 7)，と同時に文学部の副手を務めた 8)．引
続き倉石武四郎に師事し，「支那ノ音楽ニ就テ」という題目で課題研究に従事した 9)．

























































































トでリンチするなど暴行を繰り返した．1968 年 6 月，「問題を調査するため」，陳は大学
に隔離され，監禁された．この隔離は 9ヶ月に及び，その間に陳は 2回も入院を余儀なく
されるほど心身を痛めつけられた．




























1951 年に今西が逮捕されてから，1954 年に岡崎兼吉 20)が専任講師として着任するまでの
間，日本人教師不在の状況であった．また，教師陣を充実させるため，1951 年に劉振瀛





























材 第一至十五課』の間の 1958年と 1959年，陳信徳編著『現代日語実用語法』の上下二







を呼び，1962 年 4 月まで 5 回増刷され，前 4 回の増刷数は不明であるが，第 5 回のみで
も 25,400 冊であった 25)．1962年 7月に再版されて 6回も増刷し，計 46,700 冊が発行され
た．さらに 1964年 1月からは商務印書館より再版され，31,200冊が発行された 26)．
日本語教材がこれほど歓迎された背景には，政治的な国際環境の変化があったと思われ


















（1960 年）と，1958 年と 1959 年に出版された陳信徳編著『現代日本語実用語法』（上，
下巻）の目次を，一覧表に示す．
中国語原文 日本語訳文
『基础日本語教科书』（1957－ 1958年版） 『基础日本語教科书』（1957－ 1958年版）
第一章 導論 第一章 導入
第二章 発音和字母（即假名） 第二章 発音と假名
第三章 詞汇 第三章 単語
第一課 断定句 第一課 断定型
第二課 定态句 第二課 定態型
第三課 存在句 第三課 存在型
第四課 敬体的动态句和助詞 第四課 敬体の動態型と助詞
第五課 数詞 第五課 数詞
第六課 簡体的动态句和动詞的終止形・連用 第六課 簡体の動態型と動詞の終止形・連
形・未然形・連体形 用形・未然形・連体形
第七課 过去的句型---四段活用动詞的音便 第七課 過去の文型---四段活用动詞の音便
第八課 用言的复合和連接 第八課 用言の複合と連接
第九課 动詞的进行态，存續态和完成态 第九課 動詞の進行態，存続態と完成態
第十課 命令句和推量句---动詞的命令形和未 第十課 命令型と推量型---動詞の命令形と
然形（下） 未然形（下）
第十一課 形式体言和形式用言 第十一課 形式体言と形式用言
第十二課 条件句的构成--假定形 第十二課 条件型の構成--仮定形
『現代日本語実用語法 上冊』（時代出版社，『現代日本語実用語法 上冊』（時代出版社，
1958年版） 1958年版）
第一篇 导論，发音和文字 第一篇 導入，発音と文字
第一章 日本語的概要 第一章 日本語の概要
第二章 发音和字母（即假名） 第二章 発音と仮名
第三章 詞彙和汉字 第三章 語彙と漢字
第二篇 基础句型和主要助詞 第二篇 基礎文型と主な助詞
第一章 断定句 第一章 断定型
第二章 定态句 第二章 定態型
第三章 存在句 第三章 存在型
第四章 动态句（一） 第四章 動態型（一）
第五章 动态句（二） 第五章 動態型（二）
第六章 推量句 第六章 推量型
第七章 动态句（三） 第七章 動態型（三）
『現代日本語実用語法 下冊』（同上，1959 『現代日本語実用語法 下冊』（同上，1959
年版） 年版）
第三篇 詞法 第三篇 詞法
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第一章 体言 第一章 体言
第二章 用言 第二章 用言
第三章 助動詞 第三章 助動詞
第四章 副詞，連体詞，接續詞和感歎詞 第四章 副詞，連体詞，接續詞と感歎詞
第五章 助詞 第五章 助詞
第六章 詞的构造和轉变－詞彙学 第六章 詞の構造と転換－語彙学
附録 附録
日本語一年教材 第一至十五課（1960年版） 日本語一年教材 第一から十五課（1960 年
第一課 断定句 版）
第二課 定态句 第一課 断定型
第三課 存在句 第二課 定態型
第四課 动态句的敬体形式和格助詞 第三課 存在型
第五課 数詞 第四課 動態型の敬体形式と格助詞
第六課 动态句的簡体形式和动詞的終止形・ 第五課 数詞
連用形・未然形・連体形 第六課 動態型の簡体形式と動詞の終止形
第七課 过去的句型---四段活用动詞的音便 ・連用形・未然形・連体形
第八課 用言的复合和連接 第七課 過去の文型---四段活用動詞の音便
第九課 动詞的进行态，存續态和完成态 第八課 用言の複合と連接
第十課 命令句和推量句---动詞的命令形和未 第九課 動詞の進行態，存続態と完成態
然形（下） 第十課 命令型と推量型---動詞の命令形と
第十一課 形式体言和形式用言 未然形（下）
第十二課 条件句的构成--假定形 第十一課 形式体言と形式用言
第十三課 动詞的被動态和可能态 第十二課 条件型の構成--仮定形
第十四課 动詞的使役态 第十三課 動詞の能動態と受動態




























































































































語』（1-3 冊，商務印書館，1963-1964 年)といった日本語習得者の共通教材，陳が 1961 年
と 1962 年の五・四科学討論会で発表した論文「日本語の基本文型について」と「日本語
の文論への一試案－ 1962年五・四科学討論会の討論材料として」，陳の遺稿として後に公
刊された「現代日語的句法」（1-4，『日語学習与研究』，1980 年 1-4 期連載），すなわち陳
信徳と日本語研究については，まだ研究していない状態である．次の原稿に譲りたい．
4)「本校高等科生徒」（『第三高等学校一覧』昭和 3 年度）によると，陳は同志社中学校の
出身で，入学区分は「特別入学」であった．この特別入学は，1911 年 4 月 4 日に公布
した文部省令第 16 号「文部省直轄学校外国人特別入学規程ハ台湾人若クハ朝鮮人ニ之
ヲ準用ス但其入学に関シテハ台湾総督府又ハ朝鮮総督府ノ紹介ヲ要ス」によるものであ
った．卒業年度は同一覧昭和 7年度「昭和 7年 3月高等科卒業生 262人」による．




7)『京都帝国大学一覧 自昭和 12 年至昭和 13 年』（366 頁）によると，陳は 1941 年 3 月
までに在籍した．
8)前出，平林美鶴『北京の嵐に生きる』（151 頁）には，陳が文学部助手を拝命したと書








に従事した．1940 年 9 月に日本占領下の北京大学副教授，1943 年 9 月に教授となり，
終戦により教授職が解任された．その後，国民党政府のもとで北京世界科学社に留用さ
れた．1948 年 9 月に北京大学講師に復職し，1950 年 8 月に副教授となり，満州語と日
本語の講義を担当した．1951 年夏に反革命罪で逮捕され，3 年間の実刑を受けて 1954
年秋に国外追放となり帰国した．1956 年に招かれて天理大学おやさと研究所教授とな





















21)北京大学東方語言文学系劉振瀛教授治喪小組「劉振瀛教授生平」（1990 年 1 月 16 日）















32)2009 年 9 月，筆者が『新日漢大辞典』（北京出版，2001年）と『実用日漢科技詞典[新
版]』(中国語，商務印書館，2007 年）の編集者である顧明耀と尹学義の両氏のご尽力
より，西安交通大学で新中国日本語教育史研究座談会を開催した．その際，李宗恵氏か
ら頂いた．この詩は，李が 1991 年 11 月 13 日に作ったもので，1997 年 11 月に陳の娘
に贈ったものである．
33)前出，平林美鶴『北京の嵐に生きる』，182頁．
